
スポーツ・コンベンションセンターについて

現在の県体育館が抱える課題

スポーツ・コンベンションセンターの規模・機能等の検討

施設が老朽化し，補修費もかさんでいる。

施設が手狭で，県大会の開催すら難しい

バスケットボールコートで
メインアリーナ４面，
サブアリーナ２面の計６面

県内外の各分野の専門家で構成される総合体育館基本構想検討委員会において，まずは施設
の規模や機能などについて専門的・客観的な検討を行っていただきました。

①施設の規模
各種競技の基準により，県大
会が支障なく開催できる最小
限の大きさが必要

②施設の機能

県民の皆様へ，不便なく，安
心，安全，快適にスポーツに
親しむ場を提供

一般の公共施設と同様に，県が
一定の運営費を負担。
県民の皆様は，安い料金で施設
を利用可能。

スポーツ利用は年間７割程度。残りの３割を有効活用。

スポーツ利用が見込まれない日
に，これまで県内で開催できな
かった規模のコンサートや展示
会などを開催

新たな賑わいの創出
中心市街地の活性化
施設利用料収入が増え，施設
の運営収支が改善

コンベンション利用（コンサートなど）

③新たな価値
・桜島や錦江湾を眺められる展望スペース，カフェなどの癒やしの空間を創出し，
さらなる賑わいを創出
・災害発生時の避難所など，災害に対応できる施設
・障がい者や高齢者を含む全ての方々が，安全に利用しやすい施設
（ユニバーサルデザイン）
・地球温暖化対策として，カーボンニュートラルの実現に向けた施設
・本港区エリアにふさわしいデザインを備えた鹿児島のシンボル的施設

スポーツ利用

④整備予定地

→鹿児島港本港区の
ドルフィンポート跡地等を候補地に

・全ての県民が利用しやすい場所に整備す
るため、離島や大隅地域をはじめ県土全
域からの「交通利便性」，「宿泊・商業
施設の集積状況」など客観的な評価項目
に基づき、候補地を選定

配置計画（イメージ）【基本構想抜粋】
※施設の配置は，今後，設計段階で具体的に検討

※場所の選定段階では，県民の皆様からの意見
募集を実施




